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洪水警報の改善 Ｈ２９年７月４日～

・指定河川洪水予報
・水位情報（川の防災情報）

洪水警報の危険度分布

洪水警報の危険度分布

洪水警報の

危険度分布

大雨警報（浸水害）の

危険度分布

留意事項

３時間先までの流域雨量指数の
予測値が洪水警報等の基準値に
到達しているかどうかで危険度を
５段階に色分けして、概ね１ｋｍ毎
に表示。

気象庁ＨＰにおける「洪水警報の危険度分布」の表示イメージ

指定河川洪水予報の
発表状況も重ねて表示。

鉄道や道路等を重ねた表示も可能。

■洪水警報の危険度分布とは

洪水警報の危険度分布は、洪水警報を補足する情報です。中小河川の上流域に降った雨に
よる氾濫発生の危険度の高まりの予測を示しており、洪水警報等が発表されたときに、どこで
危険度が高まるかを面的に確認することができます。３時間先までの流域雨量指数の予測値
を洪水警報等の基準値と比較して、危険度を５段階に判定しています。

拡大すると、
河川名も表示。
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洪水警報の危険度分布、
水位周知河川の水位情報の利用イメージ

時間の経過
現象の推移

洪水警報 洪水警報の危険度分布
水位周知河川の
水位情報

1kmメッシュ単位、10分毎に常時発表

数時間前

A市では、○時から△時
にかけて、洪水に警戒

洪水害の危険度の
高まりを伝える

水位周知河川の水位情報は、

切迫した状況下で発表される。

市町村単位、基準値に達すると予想し
た場合に発表

洪水特別警戒水位に達した場合等に発表

危険な地域

洪水特別警戒
水位到達

発表主体 気象台 気象台 河川管理者

対象エリア 市町村 全国の陸上格子 指定された河川（の浸水想定区域）

情報内容

伝達手段

• 洪水害のおそれについて、市町村単位で、警戒

を呼びかける。

• 都道府県やJ-ALERT等を通じて市町村等防災機
関に伝達、報道機関などを通じて住民へ周知。

• 気象庁防災情報提供システムでは1km四
方格子ごとに、洪水危険度を段階的に表示。

• 気象庁ＨＰでは川ごとに、洪水危険度を段

階的に表示。

• 水位周知河川の洪水特別警戒水位の到達情

報。

想定される

利用方法

• 防災関係機関における体制立ち上げ。

• 市町村が発令する避難準備情報や住民が行う

自主避難等の判断。

• 実際に洪水害の危険度が高まっている地

域の把握。

• 市町村が発令する避難準備情報の対象地

域や住民が行う自主避難等の判断。

• 洪水に係る水防活動。

• 市町村が発令する避難勧告や住民が行う自

主避難等の判断。

迅速な

避難行動

迅速な

避難行動洪水警報は比較的早めの

タイミング（数時間前）で発表さ

れる。
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Ａ水位観測所

浸水想定区域

を確認


